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業績予想の修正並びに剰余金の配当及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績動向を踏まえ、2026 年 8 月 4 日に公表した 2027 年 3 月期通期連結業績予想を下記の

通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 
また、2026 年 11 月 4 日開催の取締役会において、下記の通り 2026 年 9 月 30 日を基準日とする剰余金の

配当(中間配当)を行なうことを決議するとともに、2027 年 3 月期の期末配当予想を修正いたしましたので、

併せてお知らせいたします。 
 
1. 連結業績予想数値の修正 
(1) 2027 年 3 月期通期 (2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(A) 
(2026 年 8 月 4 日発表) 

百万円 
189,000 

百万円 
44,000 

百万円 
44,000 

百万円 
30,800 

円 銭 
758.83 

今回修正予想(B) 192,000 45,000 45,500 32,000 788.38 
増減額 (B-A) 3,000 1,000 1,500 1,200 - 
増減率(%) 1.6% 2.3% 3.4% 3.9% - 
前年実績 
(2026 年 3 月期通期) 166,839 33,738 34,825 24,739 610.02 

 
(2) 修正の理由 
足許の状況を踏まえ、通期業績予想を修正いたします。今回の修正では、中間連結会計期間の実績ならびに足

許の事業環境、ならびに通期連結会計期間の見通しを総合的に勘案し、半導体製造装置部門で売上高予想を上

方修正、これに伴い各利益予想を上方修正しております。 
 



2. 剰余金の配当及び期末配当予想について 
(1) 配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 
(2026 年 8 月 4 日公表) 前期実績 

基準日 2026 年 9 月 30 日 同左 2025 年 9 月 30 日 
1 株当たり配当金 158 円 00 銭 152 円 00 銭 111 円 00 銭 

配当金総額 6,443 百万円 － 4,525 百万円 
効力発生日 2026 年 12 月 7 日 － 2025 年 12 月 8 日 
配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 
(2) 配当予想の修正の内容 

 1 株当たり配当金 
第 2 四半期 期末 合計 

前回予想 152 円 00 銭 152 円 00 銭 304 円 00 銭 
今回修正予想  158 円 00 銭 316 円 00 銭 
当期実績 158 円 00 銭   
前期実績 

(2026 年 3 月期) 111 円 00 銭 151 円 00 銭 262 円 00 銭 

 
(3) 理由 
下記株主還元方針ならびに今般の通期連結業績予想の修正に伴い、1 株当たり配当予想を修正するものです。 
 
 
【株主還元方針】 
剰余金の配当につきましては、業績に連動した利益配分を実施することを基本に、連結配当性向 40％程度

を目安として実施していく考えとしております。また、安定的・継続的に配当を行なうよう努めていく観点か

ら、連結利益水準にかかわらず年 20 円の配当は維持してまいります。但し 2 期連続赤字になる場合は、見直

す可能性があります。 
内部留保資金につきましては、景気変動の影響を大きく受ける製品群を有することから財務体質の健全性の

維持・強化に十分配慮しつつ、先進技術の研究開発や設備投資、海外展開、情報システムの高度化、新規事業

分野の開拓、Ｍ＆Ａ投資等に有効に活用してまいります。 
なお、自己株式の取得につきましては、キャッシュフローや内部留保の状況等を総合的に勘案しつつ、剰余

金の配当を補完する機動的な利益還元策と位置づけています。 
 
(注) 上記の業績見通し及び配当予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績及び配当は様々な要因により予想数値と異なる可

能性があります。 
 

 
 
 
 

 
以 上 


